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みやぎの地域資源保全活用支援事業

１．令和４年度の実績（見込み）について【補正後 9,960 千円（当初 13,000 千円）】

   みやぎの地域資源保全活用支援事業（国事業名：ふるさと・水と土保全対策事

業）は，中山間地域等の農地や土地改良施設の有する多面的機能の良好な発揮と

地域住民活動の活性化を図るため，活動を推進する人材の育成や農地・施設の保

全及び利活用の促進に対する支援を実施しているもの。

なお，令和４年度の実績（見込み）は，以下のとおり。

（１） 基金運用見込み                         

（単位：千円）

Ｒ３年度

実績

Ｒ４年度

実績（見込）
増 減 対前年比

基金元本（年度末） 667,028 658,205 ▲8,823      99％

基金積立          0          0     － －

基金戻し入れ         28        13      ▲15 46％

基金取崩      6,481      8,936     2,455 138％

基金運用益

※R1～R3 平均

4,828 千円

    3,990        923    ▲3,067 23％

（２） 主な取り組み（事業費９，９６０千円）

   ① ふるさと水と土指導員・保全隊に対する補助（事業費２，１００千円）

県内１１の保全隊等の保全活動に対し補助金を交付

   

② 第１０回みやぎのふるさと農美里
の ん び り

フォトコンテストの開催（事業費１５０千円）

農業農村の魅力を広く紹介するため，フォトコンテストを開催（宮城県中

山間地域活性化推進協議会，宮城県土地改良事業団体連合会と共催）した。

また，県庁１階ロビーにおいて，第９回入賞作品の展示を行い，広報活動

を実施したもの。

・募集期間 令和４年８月１日（月）から１２月２８日（水）まで実施

   ・審査日 令和５年２月９日（木）

    ・県庁１階ロビー展示期間 令和４年８月１日（月）～５日（金）

     ※第９回入賞作品
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③ ふるさと水と土指導員研修会の開催等（事業費１，７５０千円）

農業･農村の多面的機能の持続的発揮に向けた全国シンポジウム等（旧ふ

るさと水と土基金全国研修会）については，令和５年１月２３日（月）～２

４日（火）に砂防会館別館１階シェーンバッハ（東京都）において，３年ぶ

りに開催されたが，新型コロナウイルス感染症の流行に伴い，本県からの参

加者はいなかった。

なお，地域住民活動の活性化推進を担うふるさと水と土指導員を支援する

ことを目的に次の研修会を開催したもの。

・中山間地域等地域資源保全活用研修会 令和５年２月１３日（月）

オンライン開催 ９人参加

   ④ 地域住民活動促進事業（事業費５，０００千円）

     令和４年度における地域資源等保全活用支援事業（事務所提案事業）は下

記のとおり。

・疣岩分水工資源活用支援事業（大河原地方振興事務所）

   施設の目的や仕組み等を説明する看板を作成，設置することにより，

多くの県民等に対し，農業用施設の理解促進を図るもの。

・生物多様性に配慮した環境づくり（仙台地方振興事務所）

       住民向けの環境学習会などを開催し，生物多様性の重要性について理

解促進を図り，今後の保全活動における協力体制を構築するもの。

   ⑤ 地域住民活動の人材育成（事業費９６０千円）

     宮城県農業大学校と連携し，大崎地域世界農業遺産の巧みな水管理システ

ムの維持継承に向けた人材育成を図るもの。

また，新たに農業関係高等学校との連携構築により，農業大学校の進路選

択に繋がるような人材育成を目指すもの。

なお，令和４年度に実施した教育機関との連携内容は，Ｐ５のとおり。

   ⑥ 国の事業実施計画における成果目標に対する実績見込み

・地域住民活動を通じた地域づくり支援     【目標３地区】⇒２地区

・地域住民活動，調査研究等に係る補助事業 【目標１２団体】⇒１１団体

・ふるさと水と土指導員の研修会        【目標１回】⇒１回

    ・ふるさと水と土指導員の育成（全国研修会参加者） 【目標３人】⇒０人

    ・第三者検討委員会の開催            【目標２回】⇒３回
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２．令和５年度の計画について 【当初予算13,000 千円（前年当初 13,000 千円）】

みやぎの地域資源保全活用支援事業（国事業名：ふるさと・水と土保全対策事

業）を実施し，中山間地域等の農地や土地改良施設の有する多面的機能の良好な

発揮と地域住民活動の活性化を図るため，活動を推進する人材の育成や農地・施

設の保全及び利活用の促進に対する支援を実施するもの。

なお，令和５年度の計画は，以下のとおり。

（1） 主な取り組み（事業費１３，０００千円）

   ① ふるさと水と土指導員・保全隊に対する補助（事業費２，６４０千円）

県内１１の保全隊等の保全活動に対し補助金を交付予定

   

② 第１１回みやぎのふるさと農美里
の ん び り

フォトコンテストの開催（事業費１５０千円）

農業農村の魅力を広く紹介するため，フォトコンテストを開催予定（宮城

県中山間地域活性化推進協議会，宮城県土地改良事業団体連合会と共催）

         

③ ふるさと水と土指導員・保全隊研修会の開催等（事業費１，７５０千円）

ふるさと水と土指導員等の交流を兼ねた研修会を開催予定

   ④ 地域住民活動促進事業（事業費６，５００千円）

地域資源の保全活用について，各地域の特徴ある保全・活用を図るため，

各地方振興事務所からの提案事業を実施するもの（今後，要望量調査を実施）

・地域資源保全活用調査（３地区，事業費４，５００千円）

・地域資源保全活用工法研究（２地区，事業費２，０００千円）

   ⑤ 地域住民活動の人材育成（事業費１，９６０千円）

宮城県農業大学校及び県内の農業関係高等学校との連携構築により，農業

人材の育成を目指すもの。

・農業大学校４９０千円，農業関係高等学校（６校）１，４７０千円

⑥ 国の事業実施計画における成果目標

・地域住民活動を通じた地域づくり支援   【目標３地区】

・地域住民活動，調査研究等に係る補助事業 【目標１２団体】

・ふるさと水と土指導員の研修会        【目標１回】

・ふるさと水と土指導員の育成（全国研修会参加者）【目標３人】

   ・第三者検討委員会の開催           【目標２回】
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①
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民

活
動

の
多

様
な
展

開
を
促

進
す
る

こ
と
に

よ
り
地

域

の
活

性
化
を

図
り
，

地
域
住

民
活
動

を
推
進

す
る
人

材
の
育

成
，

地
域

資
源

の
利
活

用
及
び

保
全
整

備
等
を

促
進
す

る

も
の

で
あ
る

。

【
基

金
】・

Ｈ
５
～

９
年
度

基
金
造

成
６

６
０

，
０
０

０
千
円

（
拠

出
割

合
：
国

１
／
３

，
県
２

／
３
）

 
 

・
Ｒ

４
年

度
末
基

金
残
高

６
５
８

，
２
０

５
千
円

（
Ｒ

５
年
３

月
末

時
点
見

込
み
）

【
根

拠
】・
（

国
）
中

山
間
ふ

る
さ
と

・
水
と

土
保
全

対
策
事

業
実

施
要

綱

・
(
国

)
中

山
間
ふ

る
さ
と

・
水
と

土
保
全

対
策
事

業
実

施
要

領

事
業

の
流

れ 市
町

村

土
地

改
良

区

住
民

活
動

ふ
る
さ
と
・

水

と
土
指
導
員

ふ
る
さ
と
・

水

と
土
保
全
隊

地
域

住
民

地
域

資
源

事
務

所

事
業

目
的

県
条

例
及

び
要

綱
・

要
領
等
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